
  

 

入学検定料納入後は、納入を証明する書類をご提出ください 

１．金融機関窓口で納入した場合 

銀行の出納印が押印された「Ｂ 振込金受領書」を右の欄に貼付

してください。大学側で確認後、受験票発送時に返送します（た

だし念のため、ご自身でも控えをとっておいてください） 

 

２．ATM／ネットバンキングによる納入の場合 

右の欄には「別紙参照」と記入し、別紙として A４判の用紙で

「お取引明細書のコピー」あるいは「ネットバンキングの取引

内容が分かるページの印刷」を提出してください。右の欄に無

理やり貼り付ける必要はありません。 

振込人・振込先・振込日時・納入金額が明記され，振込手続が完

了したことを示す書類が必要です。なおいずれも口座残高や口

座番号は消した状態で結構です。 

 

３．コンビニエンスストア／クレジットカードによる納入の場合 

別掲「コンビニエンスストアまたはクレジットカードでの入学

検定料支払方法」を参照し「収納証明書」を右の欄に貼付して

ください。 

 

郵便番号 
 

    都・道        市・郡 
     府・県         区 

 

氏  名 

（     様方） 

様 

※氏名欄の「様」はそのままにしてください。 

消したり、「行」などとしたりする必要はありません。 

   

 
2024年度法政大学大学院 

人間社会研究科 

受 験 票 
 

 

 
受験 

番号 

 

 この欄には何も記入しないでください。 

  

志願 

専攻 

 
     

          専攻 
 

   
 

氏名 

 

 〔注意〕 

1.太枠内を記入してください。 
2.受験票は左記の「受験票送付用住所」とともに、 
大学へ提出してください。大学で必要事項を確認後、 
受験票を発送しますので、試験会場に必ず持参して 
ください。 

 

    

 

 

（様式１－２） （様式１－１） 

＜受験票送付用住所＞ 
 確実に届く住所を記入してください。 

建物名や部屋番号まで正しく記入してください。 

この用紙はそのまま受験票送付に使用します。 

右記の「受験票」とともに大学へ提出してください。 

納入を証明する書類を貼り付けてください。 

枠内に貼りきれない場合は「別紙参照」と記入

し、別紙（A４判に限る）でご提出ください。 

切り離さず、A4 判のまま、その他の出願書類と一緒にご提出ください 



 法政大学大学院人間社会研究科                           （様式 2） 

 

入 学 試 験 面 接 カ ー ド 

 

受 験 

番 号 

 

 

志 願 

専 攻 

該当する専攻・入試選抜方法に〇をすること。 

■福祉社会専攻（修士課程） 

・（一般選抜・社会人自己推薦選抜・外国人留学生選抜・研修生） 

・研修生との併願を（希望する・希望しない）※但し、研修生との併願は春季入試のみ可。        

■臨床心理学専攻（修士課程） 一般選抜                                  

■人間福祉専攻（博士後期課程）一般選抜   

  

ふりがな 
 

男

・

女 

出 

 

身 

 

校 

 

                

      大 学 

 

       学 部        学 科 

      年      月 

 

卒 業・ 卒業見込 

氏 名   

大学大学院 

 

  研究科        専攻      課程 

      年      月 

 

  修 了・ 修了見込 
生年月日 （西暦    年  月  日生（満  歳） 

出身校での担当教員 

   または指導教員名 
 

卒業・ゼミ・修士論文名 
 

勤 務 先 
（職業に就いている場合のみ記入） 

 

 
業 種 

（職業に就いている 

場合のみ記入） 

 

 

指導を希望する 

専任教員名 

 

 

研究テーマ 
（研究計画書に記載するテーマ） 

 

 

 

 

ここから下の欄には記入しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 貼 付 枠 

（4cm×3cm） 

 

1. 上半身脱帽、３ヶ月以内

撮影のもの 

2. スナップ写真不可 

3. 写真裏面に志望専攻、 

 課程、氏名を記入のこと 



法政大学大学院人間社会研究科〈福祉社会専攻〉                   （様式３－１） 

・（ 一般選抜 ・ 社会人自己推薦選抜 ・ 外国人留学生選抜 ・ 研修生 ）※いずれかに○をすること。 

・研修生との併願を（ 希望する ・ 希望しない）※いずれかに○をすること。但し、研修生との併願は春季入試のみ可。 

  

受 験 

番 号 
 

研 究 計 画 書 

                     志望専攻名      福祉社会専攻     

        

         氏    名                 

 

研究テーマ：                                                    

 

                                                            

以下に研究目的・研究計画を詳しく記入の上、提出すること。２，０００字程度。ワープロ使用の場合は、A４版用

紙（1枚あたり 40字×40行）に設定し、別紙に印刷する場合は、この用紙を表紙とすること。なお、本様式と同様の書

式を作成して提出することも可能。（いずれの形式であっても裏面の使用可能。）           

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



法政大学大学院人間社会研究科〈臨床心理学専攻〉                   （様式３－２） 

 

受 験 

番 号 
 

研 究 計 画 書 

                     志望専攻名    臨床心理学専攻     

        

         氏    名                 

 

研究テーマ：                                                    

 

                                                            

以下に研究目的・研究計画を詳しく記入の上、提出すること。２，０００字程度。ワープロ使用の場合は、A４版用

紙（1枚あたり 40字×40行）に設定し、別紙に印刷する場合は、この用紙を表紙とすること。なお、本様式と同様の書

式を作成して提出することも可能。（いずれの形式であっても裏面の使用可能。）           

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



法政大学大学院人間社会研究科〈人間福祉専攻〉                    （様式３－３） 

 

受 験 

番 号 
 

研 究 計 画 書 

                      志望専攻名      人間福祉専攻     

        

          氏    名                 

 

研究テーマ：                                                    

 

                                                            

以下に研究目的・研究計画を詳しく記入の上、提出すること。４，０００字程度。ワープロ使用の場合は、A４版用

紙（1枚あたり 40字×40行）に設定し、別紙に印刷する場合は、この用紙を表紙とすること。なお、本様式と同様の書

式を作成して提出することも可能。（いずれの形式であっても裏面の使用可能。）            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式４） 

受験 

番号 

 

 

法政大学大学院人間社会研究科 

履 歴 書 

                                 年   月   日 現在 

志 望 

専 攻 

 

専攻         課程  
・福祉社会専攻（修士課程）のみ以下のいずれかに○をすること 

研修生との併願を（希望する・希望しない）（但し、研修生との併願は春季入試のみ可） 

国 

籍 
 

 

 
※日本以外の場合記入のこと 

ふりがな  男 

・ 

女 

 

写真貼付欄 

（4㎝×3cm） 

 

1. 上半身脱帽、３ヶ月 

   以内撮影のもの 

2. スナップ写真不可 

3. 写真の裏面に志望 

専攻、課程、氏名を 

記入のこと 

氏 名 
                                               

 

生年月日 （西暦）    年   月   日生  （満    歳） 

現住所 
〒 

 
TEL              （          ） 

Eメール 

アドレス 
                ＠ 

 

         ※学部・学科名は省略せず記入すること 

学  歴                 ※高等学校の学歴から記入し、全ての学歴を記入すること 

※留学生は小学校の学歴から記入し、日本語学校の学歴も記入すること 

年 月 
小学校 卒業 

  
中学校 卒業 

  
高等学校  卒業 

  大学      学部      学科   入学 

   大学      学部     学科  
卒業見込 

・卒 業 

        大学大学院    研究科     専攻   課程 入学 

        大学大学院    研究科     専攻   課程 修了 

   

   

学  位         （修士以上の学位取得の場合のみ記入） 

年  月 
学 位 名 大 学 名 論 文 題 目 

     

     



職  歴 

               （期間は自・至および現在を明記のこと） 

    年 月  

   

   

   

   

   

   

   

   

 

   

   

賞  罰 

   年  月 
 

   

   

   

   

   

   

 



                                       

法政大学大学院人間社会研究科＜福祉社会専攻＞                  （様式５-１） 

・（ 一般選抜 ・ 外国人留学生選抜 ・ 研修生 ）※いずれかに○をすること。 

・研修生との併願を（ 希望する ・ 希望しない）※いずれかに○をすること。但し、研修生との併願は春季入試のみ可。 

                      

                             

受 験 

番 号 
 

 

論文（卒業論文を含む）の概要または 

これまでの研究・社会的活動の概要 

     

志望専攻名     福祉社会専攻              

  氏   名                  

 

ワープロ使用の場合はＡ４版用紙（1 枚あたり 40 字×40 行）に設定し、２,０００字～４,０００字程度。別紙

に印刷する場合は、この用紙を表紙とすること。なお、本様式と同様の書式を作成して提出することも可能。（い

ずれの形式であっても裏面の使用可能。）           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                       

法政大学大学院人間社会研究科＜福祉社会専攻＞（社会人自己推薦選抜）           （様式５-２） 

                      

                             

受 験 

番 号 
 

 

自己推薦書 

（これまでの研究・仕事、または社会的活動・ 

専門としてきた分野などの概要を含む） 

     

志望専攻名     福祉社会専攻              

  氏   名                  

 

ワープロ使用の場合はＡ４版用紙（1 枚あたり 40 字×40 行）に設定し、２,０００字～４,０００字程度。別紙 

に印刷する場合は、この用紙を表紙とすること。なお、本様式と同様の書式を作成して提出することも可能。（い

ずれの形式であっても裏面の使用可能。）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

法政大学大学院人間社会研究科 ＜臨床心理学専攻＞                          （様式５-３） 

 

 

受 験 

番 号 
 

 

卒 業 論 文 の 概 要 書 

    

志望専攻名      臨床心理学専攻                 

  氏   名                   

 

ワープロ使用の場合はＡ４版用紙（1枚あたり 40 字×40 行）に設定し、２，０００字程度。別紙に印刷する場

合は、この用紙を表紙とすること。なお、本様式と同様の書式を作成して提出することも可能。（いずれの形式で

あっても裏面の使用可能。）           

 


